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Ｎ７００Ｓ確認試験車による速度向上試験について 
 

２０１８年３月より走行試験を開始しているＮ７００Ｓ確認試験車については、１６両

編成での基本性能試験のほか、バッテリ自走システムによる走行試験や様々な両数の編成

が可能である「標準車両」として８両編成での走行試験を実施し、必要な性能を有してい

ることを確認してきました。 

このたびＮ７００Ｓのポテンシャルを高い次元で確認するため、３６０ｋｍ／ｈの速度

向上試験を行いますのでお知らせします。 
 

○速度向上試験の概要 

・実施時期 ２０１９年５月中旬～６月中旬  夜間 

  ・走行区間 米原～京都間（下り線） 

  ・最高速度 ３６０ｋｍ／ｈ 

※５月中旬以降、順次速度向上し、最終的に３６０ｋｍ／ｈでの走行試

験を実施 

※標準車両の特長を活かし、モーターを搭載する車両を１４両から１６

両へ変更 
 

これまでの営業車仕様の車両による試験最高速度 

車両名称 最高速度 試験日 走行区間 

３００系 325.7km/h 1991年 2月 米原～京都間 

Ｎ７００系量産先行試作車 330km/h 2009年 11月 米原～京都間 

Ｎ７００Ｓ確認試験車 330km/h 2018年 7月 米原～京都間 

  ※試験専用仕様の 300X試験車では、1996年 7月に米原～京都間において 443.0km/hを記録 
 
 

※参考：これまで実施してきた主な走行試験 

◇バッテリ自走システム（高速鉄道で世界初）による基本性能試験 

・試験内容 リチウムイオンバッテリを搭載したバッテリ自走システムによる走行

試験を約５ｋｍ／ｈで実施し、機能に問題がないことを確認 

・試験時期 ２０１８年９月１１日、１２日 

  ◇８両編成（東海道新幹線管内で初）での基本性能試験 

・試験内容 様々な編成両数に変更可能である「標準車両」としての性能を確認する 

ため８両編成（モーター搭載車両は８両）での試験を実施し、機能に問

題がないことを確認 

・試験時期 ２０１８年１０月１０日～２０１８年１２月２７日 


